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集

刷

編

印

秋
も
深
ま
っ
た
日
月

3
日
か
文
化
の
目
。
を
中
心

に
、
今
年
で

6
回
目
を
迎
え
た
大
洗
町
芸
術
文
化
祭

(
大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会
・
主
催
)
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。

こ
の
芸
文
祭
も
今
で
は
町
民
行
事
の
一
つ
と
し
て

恒
例
化
し
、
年
を
追
う
毎
に
益
々
盛
況
の
度
を
加
え

て
い
ま
す
。

書
道
・
美
術
・
写
真
・
短
歌
・
俳
句
・
い
け
花
等

の
展
示
部
門
で
は
出
品
作
品
も
、
一
般
の
部
釦
点
、

小
中
学
生
の
部
制
点
と
多
数
に
の
ぼ
り
、

2
日
か
ら

4
日
ま
で
の

3
日
間
、
役
場
庁
舎
3
階
会
議
室
・
消

防
庁
舎
会
議
室
・
磯
浜
公
民
館
な
ど
で
展
示
さ
れ
、

発
表
部
門
で
は
日
月
日
日
の
音
楽
発
表
会
(
磯
浜
小

体
育
館
)
を
皮
き
り
に
、
四
日

l
句
会
(
大
洗
神
社
)
、

短
歌
吟
行
会
(
東
光
台
公
民
館
)
、
日
月
2
日

1
茶
会

(
全
上
)
、
9
日

l
日
本
舞
踊
(
磯
浜
小
体
育
館
)
、
吟

詠
剣
詩
舞
二
中
体
育
館
)
、
日
日

l
民
謡
民
舞
(
磯

浜
小
体
育
館
)
と
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
発
表
会
を
行

な
い
ま
し
た
。

岡
部
門
と
も
盛
況
を
極
め
、
観
賞
者
も
展
示
部
門

で
四
、
二
一
凹
人
、
発
表
部
門
八
五

O
人
、
合
計

五、

O
六
四
人
と
大
勢
の
町
民
の
み
な
さ
ん
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
特
別
参
加
と
し
て
、
税
を
知
る
週
間
・

(
u
m
l
w
m
)
に
因
ん
で
、
水
一
戸
税
務
署
の
「
税
コ
ー

ナ
ー
」
、
大
洗
町
郵
便
局
の
「
郵
便
コ
ー
ナ
ー
」
の
設

置
と
、
役
場
玄
関
前
で
の
大
洗
電
報
電
話
局
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
電
話
」
、
電
話
機
の
い
ろ
い
ろ
等
の
催

(題字:楊湖舟先生書)
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し
と
展
示
が
行
な
わ
れ
、
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
交
流
の
町
で
あ
る
群
馬
町
か
ら
も
児

童
生
徒
、
一
般
の
、
書
道
・
美
術
・
詩
歌
・
俳
句
等

の
作
品
捌
点
が
送
ら
れ
展
示
さ
れ
、
当
町
の
芸
文
祭

に
撃
を
添
え
ま
し
た
。

今
回
こ
の
盛
会
の
要
因
を
省
リ
み
る
と
、
一
つ
に

は
発
表
・
展
示
の
両
部
門
を
通
じ
て
、
保
育
園
児
か

ら
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
至
る
各
世
代
の
町
民
の
み

な
さ
ん
が
積
極
的
に
参
加
、
出
品
さ
れ
た
そ
の
層
の

厚
さ
と
、
町
が
開
設
し
て
い
る
各
種
講
座
グ
ル
ー
プ

の
活
発
な
活
動
を
核
に
、
創
作
人
口
が
ふ
え
つ
つ
あ

る
こ
と
、
ニ
つ
に
は
町
芸
文
祭
に
対
す
る
町
内
各
協

賛
団
体
の
深
い
ご
認
識
と
絶
大
な
ご
協
力
、
更
に
は

芸
文
祭
の
企
画
・
運
営
に
あ
た
ら
れ
た
町
芸
術
文
化

協
議
会
の
役
員
、
会
員
の
皆
さ
ん
方
の
真
警
な
ご
努

力
、
の
二
つ
に
同
州
、
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
展
示
部
門
の
入
賞
者
(
別
掲
の
と
お
り
)

の
表
彰
式
は
日
月
3
日
に
、
商
工
会
の
会
議
室
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
作
品
と
、
児

童
生
徒
の
習
字
・
図
商
の
作
品
は
、
日
月
幻
自
か
ら

お
日
ま
で
関
か
れ
た
群
馬
町
の
文
化
祭
に
特
別
出
品

し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

第
六
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
授
賞
者

(
敬
称
略
)

0

書
道
の
部

堀

川

裕

朗

・

小

泉

ふ

み

・

槻

山

美

代

子

松
井
愛
子
・
加
部
東
欣
二
・
寺
家
亀
喜
代

大

貫

ふ

く

・

大

川

文

子

・

梶

山

利

治

堀

川

千

鶴

代

・

磯

崎

洋

子

・

佐

野

剛

巌

崎

東

明

O
美
術
の
部

佐
藤
雅
子
・
阿
部
ち
、
ぇ
子
・
小
野
瀬
喜
昭

青

木

栄

五

郎

・

佐

藤

す

み

・

江

口

娩

将

村

越

紀

久

・

田

山

フ

ミ

O

写
真
の
部

飯

島

稔

・

来

岡

金

四

郎

・

吉

村

広

関

根

俊

也

・

永

田

昇

・

金

沢

重

行

O

短
歌
の
部

瀧
ヶ
崎
東
土
口
・
間
安
時
江
・
庄
司
千
代

関

根

厚

O

俳
句
の
部

鈴

木

清

子

・

浅

倉

弘

二

・

中

沢

千

里

板

倉

松

鰻

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

大
洗
町
商
工
産
業
祭

お
祭
り
広
場
賑
わ
う

去
る
ハ
月
2
白
、
役
場
前
広
場
が
お
祭
り
広
場
に
変
わ
り
、
大
変
な
賑
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

こ
れ
は

2
臼
・

3
日
の
両
日
、
町
芸
文
祭
と
併
行
し
て
行
な
わ
れ
た
大
洗
町
商
工

産
業
祭
の
行
事
の
一
つ
、
農
水
産
物
郎
売
会
、
各
種
団
体
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ

ザ

i
等
が
行
な
わ
れ
た
た
め
で
、
会
場
は
荒
磯
太
鼓
や
大
洗
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

演
奏
す
る
中
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
種
々
催
し
が
華
や
か
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

。
大
洗
町
商
工
会
青
年
部
(
今
関
忠
之
部
長
外
回
名
)

チ
ャ
リ
テ
ィ
も
ち
つ
き
大
会
・
金
魚
す
く
い
大
会

は
ち
巻
き
ハ
ッ
ピ
姿
も
漂
々
し
い
青
年
部
員
が
大
き
な

キ
ネ
で
つ
ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
L

、
1
斗
2
升
の
餅
を
っ

き
上
げ
、
お
い
し
い
沢
山
の
ア
ン
コ
ロ
餅
を
子
供
た
ち
に

配
り
ま
し
た
。

金
魚
す
く
い

1
一
六

O
O
匹
の
金
魚
を
用
意
し
、
プ
ロ

顔
ま
け
の
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
で
子
供
た
ち
の
ニ
ン
キ
を

集
め
ま
し
た
。

こ
の
前
コ
ー
ナ
ー
に
用
意
し
た
募
金
箱
に
は
「
金
二
万

九
千
二
百
拾
五
円
」
の
善
意
の
お
金
が
入
っ
て
お
り
、
そ

の
全
額
を
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
寄
附
し
ま
し
た
。

。
東
宏
会
(
鴨
川
一
成
会
長
外
お
名
)
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ

i

東
宏
会
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
、
日
用
品
、

調
味
料
、
野
菜
等
旧
点
の
品
物
で
バ
ザ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

寸
ア
ッ
」
と
云
う
ま
に
全
商
品
が
売
り
き
れ
、
「
金
三
万
五

千
八
百
七
拾
円
L

の
売
上
金
を
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
寄

附
し
ま
し
た
。

。
大
洗
町
水
産
加
工
組
合
青
年
部
(
鈴
木
政
男
部
長
外

制
名
)
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
即
売
会

水
産
加
工
組
合
青
年
部
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄

っ
た
、
シ
シ
，
ャ
モ
、
ア
ジ
、
エ
ビ
、
タ
コ
等
叩
品
目
の
水

産
加
工
品
の
即
売
会
を
行
な
い
、
売
上
金
「
金
三
万
円
」

を
町
善
意
銀
行
に
寄
附
し
ま
し
た
。

。
大
洗
町
農
業
協
同
組
合
(
杉
山
晴
茂
組
合
長
)
で
は

婦
人
部
が
主
体
と
な
っ
て
農
産
物
の
即
売
会
と
米
の
消
費

拡
大
運
動
(
農
協
「
赤
飯
」
の
無
料
提
供
)
を
行
な
い
ま

し
た
。用
意
さ
れ
た
白
菜
、
大
根
、
ね
ぎ
な
ど
新
鮮
な
野
菜
は

m
j
m分
で
売
り
切
れ
、
好
評
で
し
た
。

@
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
川
崎
允
康
会
長
)
で
は

会
員
1
人
が
6
点
の
品
物
を
持
ち
寄
り
、
集
ま
っ
た
制
点

を
即
売
し
ま
し
た
。

売
上
金
「
二
拾
九
万
七
千
円
」
は
当
町
の
「
文
化
友
好

の
町
」
で
あ
る
群
馬
町
と
の
文
化
交
流
事
業
に
充
当
す
る

そ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
た
ば
こ
組
合
、
菓
子
商
組
合
、
月
の
井
酒

造
K
-
K
等
で
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な
催
を
行
な
い

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。



(2) 
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次
伐
を
担
、
っ
青
少
年
が
の
び
の
び
と

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
は
、
す
べ

て
の
人
の
願
い
で
す
。

特
に
、
心
身
共
に
最
も
活
発
な
発
達

期
に
あ
る
青
少
年
の
成
長
を
、
著
し
く

む
し
ば
む
シ
ン
ナ
ー
等
、
こ
れ
ら
の
有

害
性
、
乱
用
防
止
に
つ
い
て
の
認
識
を

深
め
る
た
め
、
大
洗
町
青
少
年
育
成
会

議
(
竹
内
宏
会
長
)
で
は
、
シ
ン
ナ
ー

等
の
乱
用
防
止
に
関
す
る
襟
語
の
募
集

を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日

係

点
の
応
募
作
品
が
あ
り
、
関
係
者
に
よ

る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
別
名
の

方
々
の
作
品
が
入
賞
と
決
ま
り
、
去
る

日
月
日
日
の
表
彰
式
で
表
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

)
シ
ン
ナ
ー
が
あ
な
た
の
命

一1
3
)(

狙

っ

て

い

る

辻

弘首

国外保青

昭和55年12月 1日

自
然
に
親
し
み
、
秋
の
恥
衝
の
喜
ぴ

を
肌
で
味
わ
い
、
あ
わ
せ
て
、
土
の
中

の
よ
う
す
を
知
ろ
う
と
、
滝
口
保
育
園

(
大
賞
町
・
滝
口
立
子
関
長
)
で
は
、

去
る
叩
月
幻
自
に
圏
外
保
育
め
か
い
も

堀
り
u

を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
に
協
力
し
、
場
の
提
供
を

御
奉
仕
下
さ
っ
た
の
が
、
昨
年
ま
で
国

父
母
の
会
の
一
員
で
あ
っ
た
曽
根
等
さ

ん
(
成
田
町
一
五
五
三
)
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
「
今
年
も
ど
う
ぞ
」
と
、
善

意
の
呼
び
か
け
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

年
長
組
、
年
中
組
の
約
別
人
の
園
児
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
お
も
い
お
も
い
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
用
意
し
、
先
生
や
役
員
父

兄
に
伴
な
わ
れ
喜
ぴ
勇
ん
で
現
地
に
向

い
ま
し
た
。

な
に
し
ろ
、
甘
藷
が
土
の
中
で
う
ま
e

れ
そ
だ
つ
こ
と
を
知
ら
な
い
、
お
お
か

た
の
関
児
た
ち
は
掘
り
か
え
し
た
土
の

中
か
ら
大
き
く
育
っ
た
甘
藷
が
出
て
く

る
た
び
に
、
び
っ
く
り
し
た
り
喜
ん
だ

り
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
土
だ

ら
け
に
な
っ
て
か
い
も
掘
り
。
を
楽
し

み
ま
し
た
。

お
み
や
げ
に
は
自
分
た
ち
が
掘
っ
た

収
獲
物
を
持
参
の
袋
に
入
い
る
だ
け
入

れ
、
そ
れ
を
手
に
手
に
元
気
よ
く
帰
途

に
つ
き
ま
し
た
。

園
で
は
早
速
、
ふ
か
し
い
も
を
作
り
、

お
や
つ
の
時
間
に
皆
ん
な
で
味
わ
い
ま

し
た
。園
児
た
ち
は
緩
か
い
お
い
も
を
口
い

っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
自
然
の

恵
に
ふ
れ
た
楽
し
か
っ
た
ひ
と
と
き
を

ふ
り
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
と
わ
れ

)
ゅ
う
わ
く
に
の
る
な

{つム一(

シ

ン

ナ

ー

遊

び

中
野
谷
良
雄

)
み
つ
け
た
ら
み
ん
な
で
と
め
よ
う

{つ叫一(

シ

ン

ナ

ー

遊

ぴ

野
田

)
シ
ン
ナ
ー
乱
用
絶
滅
さ
せ
て

笹
築
こ
う
明
る
大
洗
(
包
f
y
，占目

彦

)
シ
ン
ナ
ー
の
毒
が
蝕
む
身
と
心

〈

岩

城

和

久

)
シ
ン
ナ
!
の
魔
力
が
誘
う
悪
の
道

Q

岩

城

幸

子

吸
わ
す
な

)
シ
ン
ナ
ー
を
吸
う
な

ヴム(

み

ん

な

の

目

鈴
木

)
シ
ン
ナ
ー
を
立
切
る
勇
気

お
凸(

街

の

た

め

前
島

須

能

界

堀

野

満

穂

小
吹
理
三
郎

藤

田

秀

子

斉
藤
よ
し
子

鈴

木

良

成

今
泉
洋
一

梶

尾

勝

古

庄

司

弘

雄

大

谷

瑞

夫

岩

城

久

幸

西
念
キ
ヌ
子

(
敬
称
略
)

裕
次

庸
之

芳
子

清
子

シ
ン
ナ
ー
乱
用
防
止
優
秀
者
の

表
彰
式

|
|
恵
泉
保
育
園
児
が
職
場
を
訪
問
|
|

去
る
日
月
ロ
日
、
か
わ
い
い
園
児
7

名
が
花
束
を
持
っ
て
、
町
長
室
を
お
訪

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
感
謝
と
他
人
に
対
す
る
い

た
わ
り
を
保
育
方
針
と
す
る
恵
泉
保
育

園
(
重
実
静
枝
園
長
)
が
、
日
月
お
日

の
勤
労
感
謝
の
日
に
因
ん
で
年
中
行
事

の
一
っ
と
し
て
関
係
職
場
を
訪
問
す
る

も
の
で
、
今
年
で
五
回
目
、
「
町
長
さ

ん
私
た
ち
の
た
め
に
、
い
つ
も
お
し
ご

と
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。
」
と
可
愛
ら

し
い
挨
拶
と
一
緒
に
花
束
を
贈
り
ま
し

た
。
竹
内
町
長
は
ニ
コ
ニ
コ
と
贈
ら
れ

た
花
束
を
手
に
「
も
う
す
ぐ
一
年
生
、

風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
み

ん
な
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
し
と
お
礼
と

ね
ぎ
ら
い
の
こ
と
ば
を
か
け
て
い
ま
し

た。
こ
の
あ
と
日
頃
な
じ
み
深
い
役
場

内
の
各
課
や
消
防
署
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
警
察
署
、
水
道
事
務
所
、
ゴ
ミ
処
理

場
、
郵
便
局
、
製
パ
ン
工
場
、
原
研
、

動
燃
等
町
内
の
諸
施
設
の
訪
問
に
向
い

ま
し
た
。

出
先
納
で

家
明
る
い
お
正
月

圏
定
資
麓
税
。
都
市
計
画
税
鑑
一
一
一

期
の
納
税
は
(
世
間
n
訪
日
起
)
で
す

納
税
い
ろ
は
が
る
た
⑥

(め

み
ん
な
先の
'コ
車内し
干見あ
わ
せ

(し)

市
の
栄
え
国
の
栄
え
は

税
が
も
と

(え)

え
ん
り
ょ
な
く
税
の
こ
と
な
ら

税
務
課
へ

(c冷

-
人
の
滞
納
み
ん
な
が
迷
惑

(も)

も
っ
と
良
い
社
会
福
祉
を

税
が
生
む

付)

せ
ま
い
道
税
で
広
が
る

広
い
道

(すす

す
す
め
ら
れ
納
貯
に
入
っ
て

友
が
出
来

お
酒
に
か
か
る
税
金
は

今
年
も
も
う
わ
ず
か
。
十
二
月
は
仕

事
の
忙
し
さ
に
も
増
し
て
お
酒
に
接
す

る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
清
酒
、
ビ

i
ル
、
ウ
イ

ス
キ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
酒
類
に
、
ど

の
く
ら
い
の
税
金
が
か
か
っ
て
い
る
か

は
ご
在
知
で
す
か
。

こ
の
お
酒
に
か
か
る
税
金
は
酒
税
と

い
い
、
お
酒
の
代
金
の
中
に
税
金
が
含

ま
れ
て
い
て
、
お
酒
を
質
っ
た
人
が
税

金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
間

接
税
の
一
つ
で
す
。

主なお酒に含まれている税金

お酒の穣類 小売価格 猶税類 負担率

清酒特級(1.8R ) 2，200円 738円 (33.6%) 

清酒 l 級(1.8t ) 1，600円 386円 (24.1%) 

清酒 2 級(1.8t ) 1，200円 154円 (12.9%) 

ビ ノレ(633mt) 240円 102円 (42.5%) 

ウイスキ特級(760，叫) 2，500円 1，074円 (43.0%) 

ウイスキ l級(720mR) 1，450円 512円 (35.3%) 

ウイスキ 2級(720rnio) 800円 220円 (27.5%) 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
年
末
調
整

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て

の
所
得
税
は
、
そ
の
年
最
後
に
支
払

わ
れ
る
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
で
、
毎
月

の
給
料
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額

の
精
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
精
算
手
続
を
「
年
末
調
整
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
寒
さ
の
た
め
、
水
道
管
の
破
裂

や
凍
結
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
大

部
分
が
水
道
管
の
保
温
を
し
て
い
な
い

御
家
庭
で
す
。

今
年
も
寒
さ
が
厳
し
い
と
の
予
報
が

で
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
家
庭
の

水
道
管
の
保
温
を
実
施
す
る
よ
、
7
お
願

い
し
ま
す
。

工
事
の
申
込
み
は
、
町
の
指
定
工
事

庖
か
水
道
課
ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

又
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
手

続
き
が
簡
単
な
口
座
振
替
制
度
を
御
利

用
く
だ
さ
る
よ
、
つ
お
勧
め
し
ま
す
。

年
末
調
整
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と

っ
て
確
定
申
告
に
代
る
大
切
な
手
続

で
す
か
ら
、
扶
養
控
除
等
申
告
書
や

保
険
料
控
除
申
告
書
、
住
宅
取
得
控

除
申
告
書
な
ど
に
必
要
な
事
項
を
正

し
く
記
載
し
て
、
必
ず
勤
務
先
へ
早

め
に
提
出
す
る
主
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
道
課
に
た
い
す
る
御
意
見

御
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
水
道
課
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

電
話
は
間
五
一
二
五
で
す
。

(注)'J、先制絡は、代表的な商品の一般的な価格です。

。
隈
一
嘩
費
拡
激
増
し
て
い
る

あ
な
た
が
お
医
者
さ
ん
で
治
療
を
受
け
る
と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
「
3
割」

を
窓
口
で
支
払
い
、
あ
と
の
「
7
割
」
を
国
保
で
支
払
い
ま
す
。
最
新
の
医
術

に
よ
る
十
分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
数

年
来
、
医
療
費
の
値
上
が
り
等
に
よ
る
医
療
費
の
よ
昇
で
、
国
保
財
政
は
だ
ん

だ
ん
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
大
洗
町
の
医
療
費
は
、
昭
和
五
十
四
年
度

で
は
一
人
平
均
一
年
間
で
「
約
9
万
4
千
円
」
か
か
り
ま
し
た
。
田
市
平
均
は
7

万
4
千
円
で
す
か
ら
二
万
円
程
高
い
わ
け
で
す
。
ま
た
老
人
医
療
費
に
つ
い
て

は
一
人
平
均
一
年
間
「
約
三
十
四
万
円
」
か
か
り
ま
し
た
。
県
平
均
は
二
十
一
一
一

万
円
で
老
人
医
療
費
に
於
い
て
も
大
洗
町
は
県
平
均
よ
り
十
一
万
円
程
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
年
前
に
比
べ
て
六
・
五
倍
に
も
な
り
、
国
保
財
政
を

著
し
く
任
迫
し
て
お
り
ま
す
。
保
険
税
は
、
医
療
費
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

保
険
税
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
医
療
費
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
み

ん
な
が
自
分
自
身
の
健
康
に
よ
く
注
意
し
て
、
「
病
気
し
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
れ
ば
「
保
険
税
」
も
安
く
な
り
ま
す
。
「
保
険
税
」
を
決
め
る
の
は
、
ほ

か
な
ら
ぬ
「
あ
な
た
L

な
の
で
す
。

O
大
洗
町
は
ど
ん
本
病
気
が

多
い
で
し
ょ
う
か

一
番
多
い
病
気
は
、
高
血
圧
、
心
臓
病
、
脳
出
血
等
の
循
環
器
系
の
い
わ
ゆ

る
成
人
病
で
す
。
二
番
目
は
、
胃
、
歯
科
、
胆
石
、
肝
硬
変
等
の
消
化
器
系
、

一
一
一
番
目
は
、
が
ん
、
悪
性
新
生
物
等
、
四
番
目
は
、
関
節
炎
、
推
間
板
へ
ル
ニ

ヤ
等
の
筋
骨
格
系
、
五
番
目
は
、
ぜ
ん
そ
く
、
気
管
支
炎
等
の
呼
吸
器
系
と
な

っ
て
い
ま
す
。
何
に
よ
り
も
病
気
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
き
め
て
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
定
期
検
診
は
す
す
ん
で
受
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま

l
v
ょ、つ。

五
年
間
で

一
倍
の
医
療
費

L
F

出
!

な
ど
の
給
付
費

A
Y
M
t点
選

十
億
二
八
八
九
万
円

。
ゐ

J

度

五
億
七

O
一
四
万
円
四
日
年



昭和55年12月1日

柔道〈自体の部〉で

大洗

L、

去
る
日
月
6
日
か
ら

9
8
ま
で
、

4

日
間
の
会
期
で
か
第
却
回
全
国
青
年
大

会
4

が
国
立
競
技
場
を
メ
イ
ン
会
場
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
の
勤
労
青
年
が
一
場
に

会
し
、
体
育
部
門
・
文
化
部
門
を
中
心

に
そ
れ
ら
の
各
穣
目
を
通
し
て
相
互
の

友
好
親
善
を
深
め
、
更
に
、
明
日
に
向

つ
て
の
健
全
な
郷
土
社
会
の
建
設
に
、

寄
与
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
毎
年
開
催

さ
れ
、
今
年
で
第
四
回
目
を
迎
、
え
た
全

国
大
会
で
す
。

今
大
会
の
柔
道
の
部
で
は
、
過
日
、

茨
城
県
大
会
で
優
勝
し
た
、
佐
藤
あ
つ

弘
監
督
(
明
神
町
)
率
い
る
大
洗
チ
ー

ム
が
茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
講

道
館
で
の
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

試
合
(
別
掲
の
と
お
り
)
は
各
県
代

表
お
チ
i
ム
に
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
行
な
わ
れ
、
大
洗
チ
l
ム
は
善
戦

よ
く
健
闘
し
、
全
国
の
強
豪
を
次
々
に

撃
破
し
、
破
竹
の
勢
い
で
決
勝
戦
に
進

出
し
ま
し
た
。
決
勝
相
手
は
古
豪
の
新

潟
チ

i
ム
で
さ
す
が
に
強
く
、
先
鋒
、

次
鋒
が
そ
れ
ぞ
れ
背
負
い
で
一
本
を
と

ら
れ
ま
し
た
が
続
く
中
堅
が
よ
く
頑
張

り
、
「
有
効
勝
ち
」
、
副
将
は
互
に
ゆ
ず
ら

ず
「
引
き
分
け
」
、
残
る
大
将
向
士
山
の

決
戦
で
は
「
技
あ
り
勝
ち
」
で
相
手
を

倒
し
、

2
対
2
の
同
率
と
な
り
ま
し
た

ら第108号(3) 

が
、
惜
し
く
も
内
容
負
け
と
な
り
優
勝

を
逸
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
全
国
大

会
で
の
準
優
勝
は
大
変
な
快
挙
で
、
佐

藤
監
督
以
下
選
手
の
皆
さ
ん
に
大
き
な

拍
手
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
試
合
の
経
過
」

第
一
試
合
対
岐
阜
戦

(
5
・・

0
)

第
二
試
合
対
宮
崎
戦

(
4
・・

0
)

第
三
試
合
(
対
兵
庫
戦

(
3
・・
1
)

第
四
試
合
対
岡
山
戦

(
3
・
・
2
)

第
5
試
合
対
北
海
道
戦
(
3
・・
1
)

第
六
試
合
(
決
勝
戦
)

対
新
潟
戦

(
2
・・

2
)

大
洗
町
チ
i
ム

監
督
佐
藤
あ
つ
弘

選
手先
鋒
遠
西
広
康

次
鋒
桧
山
富
雄

中

堅

小

沼

富

副

将

蔀

靖

夫

大
将
関
根
政
起

予
備
選
手
石
川
克
正

小
松
崎
享

関

根

識

(
明
神
町
)

(
髭
釜
町
)

(
新
町
)

ご
丁
目
)

(
祝
町
)

(
金
沢
町
)

(
祝
町
)

(
新
町
)

(
明
神
町
)

...， 

弘同

三
回
の
事
前
研
修
を
経
て
、
十
月
一

日
茨
城
県
青
年
の
船
は
三
九
七
名
の
団

員
を
乗
せ
て
十
四
日
間
の
中
国
の
旅
に

鹿
島
港
を
出
港
し
ま
し
た
。
団
員
は
県

内
各
地
の
市
町
村
か
ら
の
十
八
オ
か
ら

三
五
オ
ぐ
ら
い
ま
で
で
、
職
業
も
会
社

員
、
公
務
員
、
農
業
、
自
営
業
、
学
生

な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
、
そ
の
団
員
の

多
く
は
青
年
団
、

4
H
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
い
ま

す。
洋
上
で
は
、
朝
六
時
起
床
か
ら
夜
十

時
半
消
灯
す
る
ま
で
ハ

l
ド
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
こ
な
さ
れ
ま
し
た
。
船
内
活
動

は
講
話
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
班
組
活
動
を

通
し
て
、
こ
れ
か
ら
青
年
と
し
て
の
自

分
の
生
き
方
、
あ
り
方
な
ど
熱
心
に
討

論
さ
れ
ま
し
た
。
自
主
活
動
と
し
て
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
の
ど
自
慢
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
あ
り
、
持
聞
は
あ

っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
何
か
を
や
ろ
う
」
そ
ん
な
仲
間
の
輸

は
大
き
く
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
は
こ
の
青
年
の
船
に
乗
っ
て
強
く

感
じ
た
こ
と
は
、
積
極
的
に
物
事
に
挑

戦
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
く
大

切
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
で

に
大
き
な
差
の
つ
い
た
み
ん
な
の
中
に

ま
じ
っ
た
自
分
を
想
像
す
る
と
、
と
て

も
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
い
ま
さ
ら
と
い

う
気
が
先
に
た
っ
て
尻
ご
み
し
た
く
な

る
。
だ
け
ど
、
自
分
が
い
つ
も
よ
り
ち

ょ
っ
と
だ
け
勇
気
を
も
て
ば
相
手
は
う

融
関

位争

第
一
の
訪
開
地
、
上
海
に
上
陸
す
る

や
、
ド
ラ
や
タ
イ
コ
が
鳴
り
響
く
中
で

カ
ラ
フ
ル
に
着
飾
っ
た
小
学
生
が
熱
狂

的
に
出
迎
え
て
く
れ
た
。
言
葉
は
通
じ

な
く
と
も
、
そ
の
歓
迎
振
り
は
儀
礼
的

な
も
の
で
な
く
、
心
か
ら
迎
え
て
く
れ

て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
感
動
し
た
。

上
海
は
、
レ
ン
ガ
造
り
の
ビ
ル
が
建 野に

岡
村
岡

市川柑

口
和
子
(
東
光
台
)

(
茨
城
県
自
治
研
修
所
勤
務
)

け
い
れ
て
く
れ
る
の
で
す
。
一
生
け
ん

め
い
や
ろ
う
と
す
る
も
の
を
拒
否
す
る

こ
と
は
な
い
。

変
わ
ろ
う
変
わ
ろ
う

自
分
が
変
わ
ろ
、
っ

そ
し
て
、
自
分
が
破
れ
た
ら

も
う
一
度
、
自
分
を
造
ろ
う

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
み
つ
め
て

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
出
発
。

思
い
た
っ
た
ら
、
あ
れ
こ
れ
考
、
え
る

ま
え
に
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
こ
と

で
す
。こ
の
船
出
は
、
た
だ
「
見
た
」
「
聞

い
た
L

「
や
っ
て
み
た
」
か
ら
、
自
分

自
身
の
見
方
・
考
え
方
、
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
に
、
直
接
的
、
間
投
的
に
左
右

す
る
よ
う
な
広
い
深
い
体
験
で
あ
っ
た

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
多
く
の
青
年
が
私
た
ち

の
あ
と
に
続
い
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

出

本
探

機
大
二
郎
(
仲
町
)

(
大
洗
町
消
防
署
勤
務
)

ち
並
ぶ
と
忠
、
っ
と
、
土
壁
で
造
っ
た
平

屋
が
あ
る
と
い
う
中
国
独
特
の
構
造
の

中
で
、
す
べ
て
に
機
械
カ
よ
り
人
力
が

多
く
見
ら
れ
、
技
術
開
発
、
経
済
開
発

の
遅
れ
を
感
じ
と
っ
た
。

働
く
場
所
も
す
べ
て
が
国
営
で
あ
り

男
女
の
差
別
な
く
就
労
し
て
お
り
パ

ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
に
も
女
性
が

進
出
し
、
結
婚
し
て
も
幼
児
は
職
場
の

施
設
で
保
育
が
で
き
る
た
め
、
夫
婦
共

稼
ぎ
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
た
。

国
の
技
術
力
、
経
済
力
か
ら
か
、
自

動
車
は
少
な
く
、
日
本
の
乗
用
車
が
中

国
で
は
自
転
車
で
あ
っ
た
。

特
に
白
を
引
い
た
の
は
一
様
に
筋
肉

質
で
痩
せ
て
お
り
肥
っ
た
人
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
一
方
政
府
要
人
等
に
は
肥

満
体
の
人
が
多
く
、
貧
富
の
差
に
よ
る

食
生
活
の
低
さ
と
、
労
働
力
の
苛
酷
さ

か
ら
招
来
し
て
い
る
も
の
か
と
感
じ
取

った。天
津
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
親

善
競
技
が
開
か
れ
、
約
二
千
人
の
観
衆

の
中
で
小
学
生
が
臼
本
の
歌
を
合
唱
し

て
く
れ
た
の
に
は
、
如
何
に
中
国
が
日

本
と
の
友
好
を
次
代
に
は
更
に
深
い
も

の
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
現

わ
し
て
い
る
も
の
と
受
け
取
っ
た
。

北
京
で
は
、
雄
大
な
万
毘
の
長
城
を

見
学
し
て
、
そ
の
偉
大
な
力
に
唯
々
感

嘆
す
る
と
共
に
、
中
国
人
の
力
を
思
い

知
ら
さ
れ
た
感
じ
で
あ
っ
た
。

故
宮
、
天
安
門
、
顕
和
園
を
見
学
し

中
国
の
歴
史
の
重
み
と
芸
術
の
深
さ
素

晴
し
さ
を
直
接
身
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。今
回
の
研
修
は
中
国
の
表
面
を
見
て

来
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
中
国
人
が
国
力

の
増
強
を
求
め
て
経
済
開
発
に
向
け
て

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
る
と
共
に

豊
か
な
中
国
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
姿

万

里

の

長

城

が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た
。

帰
国
し
振
り
返
っ
て
、
恵
ま
れ
過
ぎ

た
日
本
人
は
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
て
は

い
な
い
だ
ろ
う
か
、
ま
た
考
え
・
育
て

造
る
と
い
う
創
造
の
喜
び
に
欠
け
て
は

い
な
い
だ
ろ
う
か
、
つ
く
づ
く
と
反
省

が
先
に
立
ち
、
こ
れ
か
ら
は
心
の
豊
か

さ
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
誓
っ

た。
思
想
や
、
王
義
を
超
越
し
て
の
心
の
ふ

れ
合
い
は
感
銘
が
深
か
っ
た
。

私
は
船
中
や
中
国
に
が
、
て
学
ん
だ
こ

と
か
ら
、
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
き
、

む
ず
か
し
さ
、
自
己
を
開
示
し
カ
を
合

わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
こ
れ

を
家
庭
に
職
場
に
そ
し
て
地
域
に
伝
、
ぇ
、

更
に
民
度
の
高
い
地
域
づ
く
り
に
尽
し

た
し

人
権
週
間
に
よ
せ
て

毎
年
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
人
権
週
間
で
す
。

人
権
週
間
と
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
国
際
連
合
総
会
で
「
世
界

人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

わ
が
国
の
憲
法
に
お
い
て
、
国
民
の
基
本
的
人
権
は
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
人
権
週
間
は
、
こ
の
基

本
的
人
権
を
よ
り
一
層
大
切
に
す
る
よ
う
改
め
て
考
、
え
て
み
る
た
め
の
期
間

で
す
。人
権
週
間
も
今
年
で
三
十
二
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

私
達
の
社
会
に
は
自
己
の
権
利
の
み
を
主
張
し
て
他
人
を
顧
り
み
な
い
と
い

う
自
己
中
心
的
な
考
え
や
行
動
に
よ
り
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
相

当
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
正
し
い
権
利
の
主
張
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
権
は
自
己
と
同
様
他
人
に
も
等
し
く
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
お
互
い
に
相

手
の
立
場
を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

。
国
民
年
金
額
、
が
改
正
事
れ
ま
し
た

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
闇
民
年
金
の
う
ち
、
拠
出
年
金
は
昭
和
五
十
五
年

七
月
よ
り
、
福
祉
年
金
は
同
年
八
月
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
年
金
額
が

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

O
老
齢
年
金
五
年
年
金
(
七
月
分
の
み
)

年
二
五
九
、
二
O
O
円
(
月
二
一
、
六
O
O
円
)

(
八
月
分
よ
り
)
年
二
七
一
、
二
O
O
円
(
月
二
二
、
六
O
O
円
)

十
年
年
金
年
三
一
八
、
六
O
O
円
(
月
一
二
ハ
、
五
五
O
円
)

二
五
年
納
付
年
五
O
四
、

0
0
0円
(
月
四
二
、

0
0
0円
)

四
O
年
納
付
年
八
O
六
、
四
O
O
円
(
月
六
七
、
ニ
O
O
円
)

O
障
害
年
金
一
級
障
答
年
六
二
七
、

0
6
0円
(
月
五
二
、
二
五
O
円
)

二
級
障
害
年
五
O
一
、
六
O
O
円
(
月
四
一
、
八
O
O
円
)

O
母
子
年
金
年
五
O
一
、
六
O
O
円
(
月
四
一
、
八
O
O
円
)

母
子
加
算
の
創
設
他
の
制
度
か
ら
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
人
が
対
象

(
五
十
五
年
八
月
よ
り
)
年
一
八
O
、

0
0
0円
(
月
一
五
、

0
0
0円
)

O
遺
児
年
金

年
五
O
一
、
六

0
.
0円
(
月
四
一
、
八
O
O
円
)

O
寡
婦
年
金

夫
の
受
け
る
べ
き
老
齢
年
金
め
半
額

O
老
齢
福
祉
年
金

年
二
七
O
、

0
0
0円
(
月
二
二
、
五
O
O
円
)

O
障
害
福
祉
年
金

一
級
障
害
年
四
O
五
、
六
O
O
円
(
月
一
二
三
、
八
O
O
円
)

ニ
級
障
害
年
二
七
O潟

O
O
G
円
(
月
二
二
、
五
O
O
円
)

O
母
子
年
金

年
三
五
一
、
六
O
O
円
九
人
月
ニ
九
角
一
ニ
O
O
円
)

な
お
、
右
の
よ
う
な
年
金
額
の
引
上
げ
に
伴
な
い
、
保
険
料
の
額
が
、
来
年

四
月
か
ら
月
額
四
、
五
O
O
円
じ
な
り
ま
す
。

。
圏
畏
年
金
の
く
り
上
げ
請
求
拡

よ
く
考
え
て
グ

く
り
上
げ
請
求
す
る
と
、
生
涯
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
奔
金
は
、
六
五
才
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条
件
が
満
た
し
て
い
れ
ば
、
ム
ハ
O
オ
か
ら
六
回
オ

¥

λ

ム
川
代

の
間
に
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
希
望
ず
る
年
令
で
い
つ
で
も
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
く
り
上
げ
議
求
し
ま
す
と
年
金
額
は
次
の
よ
う

に
、
六
五
オ
で
支
給
さ
れ
る
年
金
吋
棚
上
川
減
額
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
支
給
希
望
年
令
、
、
〆

j
j
さ
れ
る
率

六
O
才

¥

…

山

、

3

l
山
下
回
二
%

六

一

オ

{

三

五

%

六

二

オ

ニ

八

%

六

一

ニ

オ

二

O

%

六

回

オ

一

一

%

く
り
上
げ
請
求
し
て
年
金
の
支
給
を
受
け
る
と
、
こ
の
減
額
は
生
涯
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
く
り
上
げ
請
求
す
る
と
き
は
、
よ
く
考
え
て
請

求
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
年
金
係
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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2 .主義婦福祉資金の貸付制度

児童が20オをこえること等により母子制祉

資金貸付の対象とならない40オ以上の主主婦世

帯に対しても制祉対策が及ぶようにもうけら

れた貸付制度です。

貸付資金の稀

れたもののほカか誌に結婚資金(け13叩0，0∞O∞O円) を)J加加'Jl川H l 
えた12討干種窪類てで、す。

なお，子を扶養していない主主婦については，

所得制限があります。

別の配慮、がされています。

(イ) 貸付対象者

配偶者と死別及ぴ生別した女子等てい現に20才未満の児童を

扶養している者

(ロ) 貸付金の種類

母子・寡婦福祉資金のご利用を
母子福祉資金の貸付制度

母子家庭の経済自立の助成と生活意欲の劫長をはかり，あ

わせてその扶養している児童(20オ未満)の福祉を増進するた

めに母子福祉法により母子福祉資金の貸付制度があります。

この告111支は，物的担保を必要としませんし，利子も安く特

※この貸付金の借受希望者は役場厚生

貸付金の種類 F長 度 喜頁 償還期限 手Ij :y. 
事業開始資金 1，400，000円 7 年 年 3 % 
事業継続資金 700，000円 3.5 年 年 3 % 

骨量 守寺 5j1j 

品キ交 月額 18，000円 月額 20，000円

自* 学 資 金
I出専 月額 19，000円 月善良 21，000p:j 

20 年 1際 手リ 子
知大 月毛:ill 26，000円 月事頁 28，000円
大学 月客頁 27，000円 月事真 29，000p:j 

専一 修i 学 十交 | 月告真 27，000円
技能研修資金 (月喜且) 12，000p:j 10 年 年 3% 修業施設へ入所するもの無利子

{I萎 業 資 宝主 (月告貞) 12，000p:J 5 年 年 3 % 
就職支度資金 6，000円 5 年 年 3 % 

療 養 資 金 200，000円 5 年 年 3 号る

生 i舌 資 金 (月告丘) 62，000円 技能10年修業 5年 年 3 % 

f主 宅 資 金 通常 750，000円 災害時 900，000円 6 年 年 3 % 

事lミ =己 資 立r、三一 56，000円 3 年 年 3 % 
就学支度資金 60，000fTl 終業 5年修学20年 無 手IJ 子

(寡婦のみ)結婚資金 130，000円 5 年 年 3 % 
課へ申し出て下さい。

}粟

号i

お

一
、
ぐ
ー
ん
と
お
得
な
深
夜
割
引

夜
九
待
か
ら
朝
六
時
ま
で
、

三
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
大
阪
・

京
都
以
西
、
盛
岡
・
秋
田
以
北
)

を
超
え
る
長
距
離
ダ
イ
ヤ
ル
通

話
に
。例
え
ば
大
洗
|
福
岡
間
三
分

話
し
て
昼
間
の
七
二

O
円
が
夜

は
な
ん
と
二
八

O
円
。
ふ
る
さ

と
へ
の
電
話
が
と
て
も
経
済
的

割
引
率
は
約
六
割
で
す
。

二
、
ぐ
ー
ん
と
便
利
に
夜
間
割
引

※修学資金の貸付学は公立・私立学年により金額がちがいます。

74諮問

題43阿

一般労働者

時間給労働者

(パートタイマ一等)

精皆勤手当・通勤手当・家族手当を徐〈

2， 5 

1時間

昭和田年 9月30日から実施期日

大
洗
電
報
電
話
局

電
話
六
|
二
九
九

夜
七
時
か
ら
朝
八
時
ま
で
、

六

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

通
話
に
。

こ
れ
ま
で
の
夜
間
割
引
の
時

間
帯
が
朝
娩
一
時
間
ず
つ
延
長
。

さ
ら
に
便
利
に
、
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
割
引
率
は

約
四
割
で
す
。

三
、
実
施
期
日

い
ず
れ
も
十
一
月
二
十
七
日

の
夜
か
ら
。

この茨城県最低賃金のほかに r食料品製造業j，I繊維産業j，I機械・

金属製品等製造業及び自動車整備業j，r木材・木製品・家具・装備品製造

業 j，r窯業・土石製造業J，r出版・印刷.""J連産業J，Iノ{}レプ・紙・紙加工品
製造業」及び「卸売業・小売業」の 8つの産業別最低賃金があり，これら

の産業に働く一般労働者は，それぞ、れの最低賃金が適用されますが，

これらの産業の労働者であっても軽作業労働者(手作業による運搬，

選別，清掃，片付け等)については産業別最低賃金からは除外され，

この県最低賃金が適用されることになっています。

茨城労働基準局・各労働基準監督署

使用者は，この最低賃金額未満で、労働者を雇用することはできません。

O
期
日

O
場
所

O
期
日 大

洗
開
民
秋
季
マ
マ
さ
ん

パ
レ
ー
ボ
i
u
N大
会

位
向

7
巴
(
日
〉

午
前

9
時
開
会

大
貫
小
学
校
体
育
館

大
洗
町
教
青
委
員
会

第
部
自

一
一
一
浜
駅
寵
競
争
大
会

旬
月
刊
日
(
日
)

午
前
叩
時
ス
タ
ー
ト

(
那
珂
湊
魚
市
場
前
)

O
大
洗
町
内
通
過
予
定
時
刻

午
前
叩
時

8
分

1
位
時
四
分

②①  

高
枝
・
一
般
の
部

中
学
の
部

午
前
竹
時

8
分
j
位
時

生帯保険料の撞除申告を

12月は「年末調整」の月です。払い込まれた生命

保険料は王子額10万円まで所得控除の対象になりま

す。

そこで，郵便局の簡易保険にご加入の方は「給与

所得者の保険料控除申告書」を提出されることをお

すすめします。

一つの保険契約で 1年間に払い込んだ保険料が

9，000円を超える場合は払込証明書の添付が必要で

す。

簡易保険の払込証明書は，ご使用中の領収帳を示

して，各郵便局の窓口か，保険外務員に申し出てい

ただければ，すぐに発行いたします。

〈大洗郵便局〉

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
が
支
払
っ
た
税
金
が
正
し

く
県
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
会
計
の
際
に
は
、
必
ら
ず

公
給
領
収
一
訟
を
受
取
り
ま
し
ょ

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
公
給

領
収
証
制
度
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
県
税
で
す
。
あ
な
た
が
料

理
屈
、
旅
館
、
パ

l
、
欽
食
屈
な

ど
を
利
用
し
た
と
き
に
は
利
用
料

金
、
利
用
場
所
に
応
じ
て
「
料
理

飲
食
等
消
費
税
」
が
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
給
領

収
証
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て

く
わ
し
い
こ
と
は
県
税
事
務
所

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電
話
(
水
戸
)

O
二
九
二
(
一
二
)
二
四
二
四

12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 月
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